
あ と が き

以上，提示した問題の殆んどは高校の教科書からの引用である。従って，間違いの

深刻なことが少しはわかっては貰えたと思う。全ての生徒が数学をこのように学んで

いるのである。とんでもないことである。

この内容を読んで，「これは，各問題に対して 1 つの別解を書いたに過ぎない」と

評した人がいる。そのように見る人が多いだろうということは始めから予想していた

ことであり，また一番恐れていたことでもある。

私が云いたいのは「その考えこそが間違えである」ということである。数学はより

易しい解法を見つけねばならないのであり，より簡潔な記述，表現をしなければなら

ないのである。それを心懸けない限り，真の数理的思考力は育たないのである。

最近になって大学生の数学などの学力低下が問題になっているが，今に始まったこ

とではない。私の実感では 40 年前から進行して来たのである。それがゆるやかな下

降線のために，人々の目にはっきり見えなかったのである。

私の警告は遅きに失した感があるが，今からでもなんらかの改善を心懸けて行くた

めの具体的な参考となれば幸いであると思って書いたの次第である。

以上
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